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2018 - 2030



❏はじまりはアースデイとやま

その日限りのイベントで終わってしまう…

（アースデイとやま2012 5月13日 富山城趾公園）

→日常的な取組が必要

SINCE 1991



立役者は本田恭子さん



❏なぜSDGsを？

「誰かの課題」 → 「みんなの課題」

多数・主流
マジョリティ

社会課題
（マイノリティ、弱者、環境、未来..）

多数・主流
マジョリティ

誰かの責任
自分には
関係ない

社会全体で

取り組む課題
なんだ！

⏩ 複合的な課題を、みんなで考え・みんな取り組める状態にできそう！

誰かが
取り組むもの…



多数・主流
マジョリティ

多数・主流
マジョリテ
ィ

多数・主流
マジョリティ

①SDGsで多様なステークホルダーを引き付ける

②具体的な（ローカル）課題・取組と統合

多数・主流
マジョリティ

③実施体制をつくる

（富山の）
社会課題

富山



多数・主流
マジョリティ

多数・主流
マジョリテ
ィ

①SDGsで多様なステークホルダーを引き付ける

（富山の）
社会課題

富山

2018 ~



高岡市



多数・主流
マジョリティ

多数・主流
マジョリティ

②具体的な（ローカル）課題・取組と統合

富山

2020 ~



❏②具体的な課題・取組と統合
→身近な「誰一人取り残さない」トピックにフォーカス



https://www.pectoyama.org/post/sdgsnlbtoyama-book



「富山には、無いでしょ。」

（https://xsdg.jp/pdf/SDGs169TARGETS_ver1.2.pdf）

https://www.pectoyama.org/post/sdgsnlbtoyama-book（グラフィック：樋口菜美香さん）



https://www.pectoyama.org/post/sdgsnlbtoyama-book

「富山には、いないでしょ。」

（グラフィック：樋口菜美香さん）

→身近なこととSDGsがつながっていない、認知されていない…



③実施体制を作る

富山

多数・主流
マジョリティ

多数・主流
マジョリティ

● マルチステークホルダーで（誰かの課題→みんなの課題）
● 進捗をモニタリング（ターゲットや指標の必要性）

2021 ~



自治体との連携

富山市、富山県（SDGs未来都市）

「SDGs未来都市」として掲げた計画実現の進捗
を追っている状態

→SDGs自体の進捗確認体制はない
（マルチステークホルダー体制でもない）



【富山県】→委員会にて提言

● 包摂的メンバーでない：メンバーに福祉分野が入
っていなかった→富山県社会福祉協議会が加入

● 計画に「包摂的」文言が一切出てこない→追加

● モニタリング体制の必要性を提言→課題共有



【富山市】→既存の枠組みを利用し、市民ボトムア
ップの形でつくる仕組みを検討

● 「富山市SDGsコミュニケーター養成講座」
「STEPUPミーティング」にて具体的課題の現状
とデータを共有→特に取り組みの必要な課題のタ
ーゲット・指標を抽出（NPO、市の担当課：出
前講座を利用）

● 毎年開催の富山市SDGsフォーラムで全体共有
→以降、進捗確認の場に


